稲敷市施設予約システム導入・運用業務仕様書
１．目　的
      利用者の利便性の向上、また、施設管理者の効率的な管理業務を行える施設サービス
　　を実現するため、ASPまたはSaaS方式による施設予約システムの導入・運用業務の構築を目的とする。
２．対象施設
      システム導入の対象施設は、以下の２４施設(１１１室場)を想定している。
1 江戸崎総合運動公園　１６室場
2 新利根総合運動公園　１１室場
3 桜川総合運動公園　８室場
4 東地区体育施設　４室場
5 江戸崎公民館　１０室場
6 新利根公民館　１０室場
7 桜川公民館　７室場
8 あずま生涯学習センター　７室場
9 沼里コミュニティセンター　３室場
10 鳩崎コミュニティセンター　３室場
11 高田コミュニティセンター　３室場
12 君賀コミュニティセンター　３室場
13 江戸崎小学校　２室場
14 沼里小学校　２室場
15 高田小学校　２室場
16 新利根小学校　２室場
17 桜川小学校　２室場
18 あずま北小学校　２室場
19 あずま東小学校　２室場
20 あずま西小学校　２室場
㉑　江戸崎中学校　２室場
㉒　新利根中学校　３室場
㉓　桜川中学校　２室場
　　　㉔　東中学校　３室場
３．業務期間    契約締結の翌日から令和９年３月３１日 まで
　（１）導入期間　契約締結日の翌日から令和７年１月５日まで
　（２）本稼働日　令和７年１月６日(本稼働日までに操作研修を実施すること)
　(２) 運用期間　令和７年１月６日から令和９年３月３１日まで
４．業務内容
   (１) 施設予約システム導入作業（要件定義、システム開発、システム設定等）
　（２）操作研修及びマニュアル作成の実施
　（３）保守及び運用体制の構築、実施
　（４）公共施設予約システムの運用テスト及び本稼働
５．システム導入基本方針
　（１）本業務は、公益社団法人全国公立文化施設協会が認証するシステム、又は自治体
　　　で稼働実績のあるパッケージソフトを基本とし導入を行う。
　（２）本システムは、インターネットを利用したクラウドシステムとし、施設内のサーバ
　　　の設置は不要なものとする。
　（３）本業務の性格上、本業務に参加を希望するものは、参加表明を行う時点で、日本
　　　産業規格「JISＱ15001個人情報保護マネジメントシステム－要求事項」に基づくプ
　　　ライバシーマークを取得していなければならない。
　（４）本業務の性格上、本業務に参加を希望するものは、参加表明を行う時点で、ISMS
(ISO/IEC27001)認証、及びISMS(ISO/IEC27017)クラウドセキュリティ認証を取得し
ていなければならない。
６．システム要件
　・基本事項
  （１）公共施設予約システムを1つのパッケージシステムで提供できること。
  （２）利用者側のOS、ブラウザの利用状況に合わせ、必要となるソフトウェアのバー
ジョンアップは受託者の負担において行うこと。
 　(３) 最新のOS、ブラウザに対応すること。
  （４）対象施設及び設備等の追加、変更等の各種操作が、プログラミング等の専門知識
　　　を必要とせず、委託者が実施できること。
　（５）本システムのバージョンアップがあった場合は、本市と協議の上、最新版を提供すること。なお、バージョンアップの費用は、原則無償とすること。
   ・環境要件
（1） 本システムで導入するソフトウェアはASP又はSaaS方式で運用するものとする。
（2） 本業務に用いるデータセンターは、以下の要件を満たすこと。
①　日本国内に立地していること。
　　　　②　建築基準法に規定する耐震構造建物とし、同法に規定する耐火性能を有し、
　　　　　防火対策及び水の被害を防止する措置が施されていること。また、定期的に点
　　　　　検されていること。
　　　　③　代替機等を常備するなど、重大障害時(サーバ機能停止等)にもシステム停止
　　　　　がないよう、冗長性を確保すること。
　　　　④　停電時等による電力供給の停止に備え、機器が適切に停止するまでの間に十
　　　　　分な電力を供給する容量の予備電源を備えること。
　　　　⑤　不正な侵入を防止するため、適切な入退室管理を行うこと。
　・機能要件
　　　　システムに求める機能要件については、別紙　機能要件確認票を参照し、適合状
　　　況を以下の【適合性】に基づき記載すること。
　　【適合性】
　　　　下記の基準を参考のうえ、◎、〇、△、×で記載すること。
　　　　◎：パッケージ(クラウドサービス)標準対応
　　　　〇：オプション、カスタマイズ対応(別途費用を要する：対応費用を備考に記載)
        △：代替案での対応(代替案を備考に記載)
        ×：対応不可
・OS、ブラウザ
	
	施設利用者
	施設管理者

	端末
	ＰＣ
	スマートフォン
	ＰＣ

	OS
	Microsoft　Windows10以降
MacOS　Ⅹ
	Android　OS
iOS
	Microsoft　Windows10以降
MacOS　Ⅹ

	ブラウザ
	Microsoft　Edge
Fire　fox
Google　Chrome
Safari
	Microsoft　Edge
Fire　fox
Google　Chrome
Safari
	Microsoft　Edge
Fire　fox
Google　Chrome
Safari


７． システム構築
　　　受託者は、システム本稼働前に、次の作業を実施するものとする。
	項番
	作業項目 
	　　　　　　　仕　　様

	　１
	要件・仕様打合せ及び整理
	システム設定の基準を委託者に説明し、設定
条件を決定する。

	　２
	マスターデータの登録
	システムを使用する上で必要な施設に関する情報(料金体系、貸出時間割、休館日、備品等)や施設の種類、使用目的の種類、減免の種類等についてシステムに登録する。
なお、登録項目は受託者の指定する様式に従って委託者が作成する。

	　３
	動作確認・運用テスト
	システムを利用する機器上でシステムが問題なく動作することを確認する。委託者が動作確認や検証等をした際に生じた問題点・疑問点についての説明やシステムの対応を行う。

	　４
	施設管理者等への操作説明
	システムを利用する施設管理者等に対し、操作講習会を実施する。

	　５
	本番運用支援
	システム公開当初、現場に混乱が発生しないよう運用支援を行う。


８．システム保守及び運用要件
　・基本事項
    （１）本システムは24時間365日稼働するものとする。ただし、システムのメンテナンス等を実施する場合はこの限りではない。
　　（２）システムのメンテナンスを実施するために一時的にシステムを停止する際は、
　　　　事前に委託者の了承を得るとともに、システム利用者に対して、事前にシステムトップページでその内容及び期間を予告周知し、システムメンテナンス中も可能な限りその旨を周知するものとする。
（3） 本市のシステム管理者および本市の各施設管理者からの問い合わせ窓口を設け、
　　対応すること。
（4） システム停止などの緊急対応は24時間365日とする。運用・保守サービスを提供
　　するにあたってSLA(Service　Level　Agreement)を締結する。サービスレベルの
　　設定項目は以下のとおりとし、定期報告を実施すること。サービスレベルについ
　　ては、目標設定型とし、ペナルティ・インセンティブの設定は行わないが、基準
値を満たさない場合は、その理由、改善策を報告すること。
	NO
	分類
	サービスレベル項目
	内容
	条件（目標値）

	1
	可用性
	稼働時間
	利用者向けサービスの提供時間。
ただし、メンテナンス時間は除く。
	２４時間３６５日

	2
	
	稼働率
	サービスの利用が可能な時間のうち、実際に利用可能であった時間の割合
	９９．５％以上
（計画停止、運用保守受託者の起因によらない事由を算出から除く）

	3
	
	計画停止
	機器やデータメンテナンスのためのサービス停止
	深夜時間帯（０時から翌朝８時まで）に実施
７日前以上の事前通告

	4
	障害対応
	目標復旧時間
（RTO）
	障害などによる連続してサービスが停止する時間
	１２時間以内
（運用保守受託者の起因によらない事由を除く）

	5
	
	目標復旧時点
（RPO）
	復旧するデータのバージョン（障害発生時から遡り、どの時点のデータを復旧するか）
	１日以内

	6
	
	障害時の復旧体制
	障害を検知した場合の復旧体制
	２４時間３６５日体制
障害検知後、直ちに復旧対応

	7
	性能
	オンライン応答時間（通常時）
	利用者環境における一般的な操作の応答時間
	実効速度10Mbps での応答時間：３秒以内
達成率：80％以内

	8
	
	オンライン応答時間（ピーク時）
	最も多重度が高まるタイミングにおける一般的な操作の応答時間
	実効速度10Mbps での応答時間：10 秒以内
達成率：80％以内
タイムアウト：０(ｾﾞﾛ)

	9
	サポート
	技術的問い合わせ対応
	技術的問い合わせ対応
	月～金曜日（休日及び
年末年始（１２月２９日～１月4日）を除く）
対応時間：午前９時～午後6時

	10
	
	緊急メール受付
	サービスの動作不良にかかわる緊急メール受付
	２４時間３６５日
最低限の初動：1時間以内


・セキュリティ要件

　　（１）地方公共団体における情報セキュリティポリシーに関するガイドラインの情
　　　　報セキュリティの要求を満たす情報セキュリティ対策に取り組むこと。
　　（２）借用した個人情報の使用及び管理は、厳重かつ適切に行うこと。
　　（３）借用した個人情報を含む全ての記録については、システム障害時の復旧用を
　　　　除き、いかなる形態でも複写及び複製してはならない。
（４）借用した個人情報については、本業務の遂行以外には利用してはならない。ま
た、本業務遂行に関係のない第三者に対して提供してはならない。
　　（５）借用した個人情報の使用、保管および搬送にあたっては、善良な管理者として
　　　　の注意義務に従い、細心の注意を払って行わなければならない。
　　（６）借用した個人情報は、委託者から借用した時点と同一の記録状態及び形態で、
　　　　借用期間内に返却しなければならない。
　　（７）万一、借用した個人情報の漏洩や流出、使用目的以外の利用が認められた場合
　　　　は、速やかに委託者に対して文書で報告するとともに、その後の措置は、委託者
　　　　の指示に従わなければならない。
　　　　　また、受託者の責に起因する事故により、第三者から委託者が損害賠償を請求
　　　　されたことによる係争費用及び判決により発生した弁償額は、受託者が負担しな
ければならない。
　　（８）委託者端末(管理者側)では、固定グローバルIPを持っておれば、IPフィルタリ
ングによって職員側機能を施設外の一般のインターネット回線からは、利用でき
ないように設定することができること。
　　（９）施設利用者両面については、SSLまたはTLS等の暗号化通信を行うこと。
９.納品物
　　　この業務の納品物を以下に記載する。この内容に準じた納品物を紙及び電子データ
　　で指定の期日までに納入すること。
　　（１）システム等一式
（２）機能要件一覧
　　（３）帳票一覧
　　（４）運用保守サービス定義書
　　（５）研修テキスト
　　（６）操作説明書(管理者向け、業務担当者向け）
    （７）検査結果報告書(カスタマイズを行った場合)
１０.支払い
　　　支払いについては、次のとおりとする。
（１）導入期間に係る作業等については、一括払いとし、「10　納品物」の納品が
　　完了次第、委託者が導入に係る業務等及び納品書類について検査を実施し、その
　　検査に合格した場合、受託者に契約書で定める金額を支払うものとする。
（２）運用期間の使用料等については毎月払いとし、委託者が毎月の業務について検
　　査を実施し、その検査に合格した場合、受託者に契約書で定める金額を支払うも
　　のとする。
１１.その他
　・特記事項
（１）運用期間終了に伴う要件
①　運用期間終了日に実施する当該システムからのデータ抜き出し作業は、この
　　　　　業務委託範囲に含めること。
　　　　②　データの抜き出しの形式は、CSV、XML、JSON等、市が指定する形式で抜き出
すこと。
　　　　③　データ抜き出し作業完了後は、情報流出を防ぐため、本業務に関する全てのデータを本システムから消去すること。また、データ消去後は「データ消去証明書」又は、それに準ずる書類を提出すること。
 (２) 研修
　　①　操作説明会、研修テキスト等を用意し、適切なスケジュール、方法で研修を
　　　行うこと。
　　②　通常の業務手順だけでなく、システムを円滑に運用できるように説明等を
　　　十分に行うこと。なお、説明については、書類だけでなく実機を用いた研修
　　　とすること。
　　③　研修時のシステム利用環境については、端末も含めて委託者が用意する。
　・一般事項
（１）この業務における労働災害時の労災保険の適用は、受託者が加入する保険を
適用すること。
（２）この業務の履行に必要な機器類、消耗品等は、特別の定めのない限り、全て
　　受託者の負担とし、委託者の資産等を使う場合は、事前に協議すること。
（３）委託者の施設内において、この業務に必要な光熱水費は、委託者側が負担す
る。
（４）受託者は、この業務の履行中において委託者又は第三者に害を及ぼした場合、
　　委託者又は第三者に責任がある場合を除き、その責任を負うものとする。
（５）受託者は、稲敷市の条例、規則及び関係法令等を遵守しなければならない。
    （６）天災(地震を含む)、その他不可抗力により、物件が滅失又は損傷した場合の
　　　　負担については、委託者と受託者で協議のうえ決定する。
　　（７）本仕様書に記載のない事項については、委託者及び受託者で協議のうえ決定
　　　　する。
